
1月5日から12日まで、リリア展示ホールにて「塗師祥一郎寄贈作品展」が開催され、私
も鑑賞してきました。この展覧会は、日本を代表する洋画家、故・塗師祥一郎氏の作品
53点が平成28年3月に御遺族から川口市に寄贈されたことを受けて開催されたもので
す。一画家の全生涯にわたる作品が寄贈されるのは県内では初めてとのことで、これら
の作品は川口の新たな宝といっても過言ではありません。
実はこの件について、私は平成29年6月議会で質問をしており、美術館を持たない川口
でどのように展示をするかも含め、準備してきたものでありました。
今後も、これらの「宝物」をどのように皆様に鑑賞していただけるか、考えていきたいと
思います。
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［ 「愛の鞭ゼロ作戦」をご存知ですか？ ～平成30年12月議会一般質問より～ ］

■「愛の鞭ゼロ作戦」とは？
　「愛の鞭ゼロ作戦」とは、「子供の躾には体罰も必要」という誤った認識や風潮を
社会から一掃を目的として開始した、厚生労働省が始めた啓発活動の一つです。

■体罰とは？
　国連子どもの権利委員会では、体罰を、「有形力が用いられ、かつ、何らかの苦
痛または不快感、屈辱感を引き起こすことを意図した罰」と定義しています。

■体罰には、いいことが一つもない
　体罰を受けた子どもは、そのときには親の命令に従うという効用がありますが、一方で、長期的には、攻撃性が強く
なる、反社会的行動に走る、精神疾患を発症するなどのリスクが高まることが明らかにされています。また、言葉、社会
性の発達に遅れが生じたとの報告もあります。
　これらのトラブルはおとなになってからも関係してきます。うつ病、アルコールや薬物依存、自殺企図など、さらには
統合失調症や人格障害なども子どもの頃の心のトラブルが原因で発症することもあるという研究もあるそうです。長
期的な視点にたてば、子どもの健全な成長のみならず、大人の医療費の削減や、社会保障費の削減まで関係すること
がわかります。さらには、能力の発達に影響することで、経済活動で収入を得る力や、貧困問題にまで関わってきます。

■愛の鞭ゼロにむけて
　多くの方は、程度の差こそあれ、愛の鞭という名の体罰を受けたことがある人がほとんどではないでしょうか。子供
の頃を思い出してください。手をピシッと叩かれただけでも、その小さな心は傷ついていたはずです。
昔は科学的な証明もなく、大人は良かれと思って愛の鞭という名のしつけを行っていたのでしょう。しかし、今は科学
的にも証明され、体罰はマイナスであり、様々な副作用があることが明らかになっています。
　体罰のマイナス面をすべての世代の大人が理解し、この世代でなくそうという思いを持ち、実際になくしていくこと
は今を生きる私達大人の責任であると考えます。
　まずは、「体罰にはいいことがなにもない」こと、そして、川口市でも子どもの健やかな成長のため、子どもとその保
護者が孤立することなく安心して子育てができるまち、「愛の鞭ゼロのまちかわぐち」の実現に向け、周知・啓発の取り
組みを行っていることを知っていただきたいと思います。




